（別紙１）平成２３年度遊休農地解消に向けた取り組み事例報告について
「獣害対策アマワラビ普及事業」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農業委員会名　岡谷市農業委員会　
１　実施主体及び関係機関
　　　実施主体　農業委員会
２　実施場所
　　　岡谷市川岸地区、樋沢地区
３　実施期間　　　　
　平成１７年４月　～　　２４年　３月　（通算　７年）　
４　遊休農地解消面積　　
１９　ａ
５　取り組みの経緯（動機、経過）
　　　　　　　　有害鳥獣対策として、他の作物に比べて獣害に遭いにくく、栽培方法も容易な
アマワラビを広く市民に普及していく事業として平成１７年度から開始した。

　　　　　平成２１年度からは川岸地区、樋沢地区の２ヵ所（１９a）で試験栽培を行うと
ともに、希望する市民に対し栽培講習会を行い根を配布した。
　　　　　平成２３年度も引き続きアマワラビの生育状況の観察、肥培管理の方法、品質の
安定化に向けた取り組みを行った。
　
６　作付作物

　　アマワラビ
　　選定理由：鳥獣害に遭いにくく、比較的栽培が容易であるため
７　活動実績及び特徴点
　　平成１７年度　　　遊休農地を活用し試験栽培を行う
　　平成２１年度　　　試験栽培ほ場を２ヵ所に増設
　　平成２２年度～　　試験栽培面積拡大
　　　　　　　　　　　市民向け栽培講習会の開催
　　　　　　　　　　　生育状況追跡調査
　　　　　　　　　　　肥培管理方法、品質安定に向けた調査
８　活用した国、県、市町村の補助事業
　　なし
９　農業委員（会）が主体的に果たした役割、内容

　　・市民が集う農業祭等のイベントでアマワラビの紹介、栽培方法の説明等
　　・試験栽培圃場の管理、生育状況の観察
１０　活動がわかる写真　２枚程度

　

[image: image1.jpg]


[image: image2.jpg]


　
（写真の内容：農業祭でのアマワラビの普及ＰＲ、アマワラビ試験圃場管理）
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